




要約:周産期センターにおけるNICU の後方病床として院内の小児病棟を利用し、積極的に

移床を進めることによって、NICU の病床利用効率がどの程度改善されるかを検討した。

小児病棟内に新たに設置したハイリスク乳児室に 10 ヵ月間に 36 例が NICU から移床した。

その結果、NICU(30 床)の平均在院日数は減少したが、病床利用率の減少はわずかであっ

た。短期間ではあるが、この程度の移床率では NICU への入院需要には十分応じきれず、

母体搬送の制限も緩和されなかった。移床の適応について今後さらに検討が必要であるが、

周産期センターとしての NICU に重症例が集中する傾向が強まるなか、中等症例は入院時

から小児病棟へ入院させるなど、入院時からの振り分けも必要になってきている。


